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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第153期
第３四半期
連結累計期間

第154期
第３四半期
連結累計期間

第153期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 924,922 982,899 1,416,495

経常利益 (百万円) 29,767 42,110 35,063

四半期(当期)純利益 (百万円) 13,722 23,685 20,050

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 24,672 54,118 56,500

純資産額 (百万円) 311,491 391,565 343,300

総資産額 (百万円) 1,456,493 1,520,548 1,543,094

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 12.05 20.79 17.60

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) 11.76 ― ―

自己資本比率 (％) 21.3 25.6 22.1
 

　

回次
第153期
第３四半期
連結会計期間

第154期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 9.38 9.65
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いない。

２ 売上高には、消費税等は含まれていない。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はない。

   また、主要な関係会社に異動はない。　
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第２ 【事業の状況】

第２ [事業の状況]における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。

　

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変

動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

である。

　

（１）業績の状況

日本経済は、金融・財政政策の一定の効果により、生産・消費の改善に加え設備投資にも回復の兆

しがうかがえるなど、回復基調を辿った。

国内建設市場は、地方圏や製造業への波及は限定的であったものの、首都圏を中心に需要全体は堅

調であった。

こうした状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の経営成績は次のとおりとなっ

た。

売上高については、土木事業及び建築事業の増加により前年同期比6.3％増の9,828億円となっ

た。　

利益については、土木事業の増収及び利益率改善により売上総利益は前年同期比5.8％増の916億円

となり、販売費及び一般管理費が同4.5％減の534億円となったことから、営業利益は同24.4％増の

381億円となった。また、営業利益の増加に加え、為替差益の増加等に伴う営業外損益の好転により

経常利益は同41.5％増の421億円となった。四半期純利益は前年同期に投資有価証券評価損を計上し

たことの反動等に伴い特別損益が好転したことから、同72.6％増の236億円となった。

　
報告セグメント等の業績を示すと次のとおりである（報告セグメント等の業績については、セグメ

ント間の内部取引を含めて記載している。）。

　

①土木事業

売上高は当社及び連結子会社の増加により前年同期比23.8％増の3,067億円となった。また、営業

利益についても増収に加え、当社及び連結子会社の利益率好転により完成工事総利益が増加したこと

から、同128.8％増の245億円となった。
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②建築事業

売上高は概ね前期並の6,418億円となったものの、当社の利益率悪化により完成工事総利益が減少

したことから営業利益は前年同期比41.8％減の91億円となった。

③開発事業

売上高は連結子会社における分譲マンションの引渡戸数の減少等により前年同期比8.7％減の761億

円となった。また、営業利益についても減収に伴い連結子会社の開発事業総利益が減少したことか

ら、同1.7％減の35億円となった。

④その他

売上高は前年同期比2.9％増の62億円、営業利益は同64.0％増の3億円となった。

　

（２）財政状態

①資産の状況

資産合計は、現金預金の減少等により前連結会計年度末比1.5％・225億円減少し、1兆5,205億円と

なった。

②負債の状況

負債合計は、支払に伴う工事未払金の減少等により前連結会計年度末比5.9％・708億円減少し、

1兆1,289億円となった。なお、資金調達に係る有利子負債残高は、前連結会計年度末比3.4％・128億

円減少し、3,662億円となった。

③純資産の状況

純資産は、四半期純利益の計上に加え、株式相場上昇によるその他有価証券評価差額金の増加等に

より前連結会計年度末比14.1％・482億円増加し、3,915億円となった。また、自己資本比率は、前連

結会計年度末比3.5ポイント増の25.6％となった。

　

（３）対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はない。

　　　　　　

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費は62億円である。

なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,200,000,000

計 2,200,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所名
又は

登録認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 1,140,268,860 1,140,268,860
東京・名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株である。

計 1,140,268,860 1,140,268,860 ― ―
 

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

　　　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

　　　　　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　　　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年12月31日 ― 1,140,268,860 ― 112,448 ― 56,538
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。

　
(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿による記載を

している。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   1,252,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式1,132,352,000 1,132,352 ―

単元未満株式 普通株式   6,664,860 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 1,140,268,860 ― ―

総株主の議決権 ― 1,132,352 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の株式数及び議決権の数には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株(議決

権６個)含まれている。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には自己保有株式が200株含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大成建設株式会社

東京都新宿区西新宿
          一丁目25番１号

1,252,000 ─ 1,252,000 0.11

計 ― 1,252,000 ─ 1,252,000 0.11
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記

載している。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月

１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けてい

る。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 266,638 149,264

受取手形・完成工事未収入金等 430,099 421,177

有価証券 － 25,000

未成工事支出金 83,925 113,116

たな卸不動産 133,829 133,623

その他のたな卸資産 5,374 7,354

その他 93,731 101,540

貸倒引当金 △959 △663

流動資産合計 1,012,639 950,413

固定資産

有形固定資産

土地 138,779 138,611

その他（純額） 67,295 67,534

有形固定資産合計 206,075 206,145

無形固定資産 7,239 6,174

投資その他の資産

投資有価証券 257,370 305,702

その他 66,103 57,259

貸倒引当金 △6,334 △5,147

投資その他の資産合計 317,140 357,814

固定資産合計 530,455 570,134

資産合計 1,543,094 1,520,548
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 485,400 423,220

短期借入金 144,906 142,437

1年内償還予定の社債 2,200 12,300

未払法人税等 2,012 18,164

未成工事受入金 115,697 129,295

完成工事補償引当金 2,583 3,237

工事損失引当金 31,278 20,975

受注損失引当金 240 240

その他 122,963 100,412

流動負債合計 907,281 850,282

固定負債

社債 46,200 55,000

長期借入金 185,766 156,474

退職給付引当金 33,729 35,977

役員退職慰労引当金 427 361

関係会社事業損失引当金 507 373

環境対策引当金 307 288

その他 25,575 30,226

固定負債合計 292,513 278,700

負債合計 1,199,794 1,128,983

純資産の部

株主資本

資本金 112,448 112,448

資本剰余金 94,169 94,169

利益剰余金 93,020 110,989

自己株式 △301 △325

株主資本合計 299,336 317,281

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 45,931 75,811

繰延ヘッジ損益 △207 △160

土地再評価差額金 △960 △952

為替換算調整勘定 △2,568 △2,409

その他の包括利益累計額合計 42,194 72,289

少数株主持分 1,769 1,994

純資産合計 343,300 391,565

負債純資産合計 1,543,094 1,520,548
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高

完成工事高 827,486 892,736

開発事業等売上高 97,435 90,163

売上高合計 924,922 982,899

売上原価

完成工事原価 758,621 818,314

開発事業等売上原価 79,650 72,941

売上原価合計 838,272 891,256

売上総利益

完成工事総利益 68,865 74,421

開発事業等総利益 17,785 17,222

売上総利益合計 86,650 91,643

販売費及び一般管理費 55,960 53,457

営業利益 30,689 38,186

営業外収益

受取配当金 2,383 2,405

為替差益 838 4,467

その他 2,081 1,471

営業外収益合計 5,302 8,343

営業外費用

支払利息 4,847 3,826

その他 1,377 592

営業外費用合計 6,224 4,419

経常利益 29,767 42,110

特別利益

固定資産売却益 7 90

投資有価証券売却益 0 854

ゴルフ会員権売却益 5 0

その他 － 14

特別利益合計 13 959

特別損失

投資有価証券評価損 2,809 25

訴訟和解金 181 97

その他 644 146

特別損失合計 3,634 268

税金等調整前四半期純利益 26,146 42,801

法人税等 12,296 18,843

少数株主損益調整前四半期純利益 13,849 23,957

少数株主利益 127 272

四半期純利益 13,722 23,685
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 13,849 23,957

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 10,750 29,879

繰延ヘッジ損益 58 46

為替換算調整勘定 42 271

持分法適用会社に対する持分相当額 △28 △37

その他の包括利益合計 10,823 30,160

四半期包括利益 24,672 54,118

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 24,539 53,771

少数株主に係る四半期包括利益 133 346

EDINET提出書類

大成建設株式会社(E00052)

四半期報告書

11/17



【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

（税金費用の計算）

税金費用に関しては、主として当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してい

る。

ただし、税引前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算している。

 
 

　

　

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 偶発債務

(1) 保証債務

下記の連結会社以外の会社等の借入金等に対して保証を行っている。
　

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

 
当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

大成富士山南陵開発㈱ 3,900百万円 大成富士山南陵開発㈱ 2,730百万円

アール４０(同) 1,651 アール４０(同) 1,637

その他８件 1,242 その他８件 1,229

計 6,793 計 5,597
 

なお、アール４０(同)に対する保証債務については連結会社の負担額を記載している。

　

　

(2) 追加出資義務

下記の特定目的会社の借入金返済義務等に対して追加出資義務を負っている。
　

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

 
当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

駿河台開発特定目的会社 15,680百万円 駿河台開発特定目的会社 15,680百万円

中野駅前開発特定目的会社 4,000 中野駅前開発特定目的会社 4,000

  
ワイビー浜町開発特定目的
会社

1,600

計 19,680 計 21,280
 

なお、駿河台開発特定目的会社及び中野駅前開発特定目的会社に対する追加出資義務については連結会社の

負担額を記載している。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)

及びのれんの償却額は、次のとおりである。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 5,025百万円 5,065百万円

のれんの償却額 43百万円 43百万円
 

　

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

１ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 2,848 2.50 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月12日
取締役会

普通株式 2,847 2.50 平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金
 

　　　　　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連

結会計期間末後となるもの

該当事項なし。

　　　

　
当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 2,847 2.50 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月12日
取締役会

普通株式 2,847 2.50 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
 

　　　　　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連

結会計期間末後となるもの

該当事項なし。

　

EDINET提出書類

大成建設株式会社(E00052)

四半期報告書

13/17



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）土木 建築 開発 計

売上高         

外部顧客への売上高 232,211 608,972 79,133 920,317 4,605 924,922 － 924,922

セグメント間の内部売上高
又は振替高

15,506 31,584 4,222 51,312 1,511 52,824 △52,824 －

計 247,717 640,557 83,355 971,629 6,116 977,746 △52,824 924,922

セグメント利益 10,741 15,772 3,594 30,108 212 30,320 368 30,689
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託研究・技術提供・環境測定

等建設業に付帯関連する事業、レジャー関連事業、その他サービス業等を含んでいる。

２ セグメント利益の調整額368百万円には、セグメント間取引消去等411百万円、のれん償却額△43百万円が含

まれている。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）土木 建築 開発 計

売上高         

外部顧客への売上高 284,673 621,274 72,103 978,051 4,847 982,899 － 982,899

セグメント間の内部売上高
又は振替高

22,043 20,610 4,004 46,657 1,446 48,104 △48,104 －

計 306,716 641,885 76,107 1,024,709 6,294 1,031,004 △48,104 982,899

セグメント利益 24,573 9,183 3,532 37,289 347 37,637 549 38,186
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託研究・技術提供・環境測定

等建設業に付帯関連する事業、レジャー関連事業、その他サービス業等を含んでいる。

２ セグメント利益の調整額549百万円には、セグメント間取引消去等592百万円、のれん償却額△43百万円が含

まれている。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上

の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

(1)１株当たり四半期純利益   

１株当たり四半期純利益 12.05円 20.79円

(算定上の基礎)   

四半期純利益 （百万円） 13,722 23,685

普通株主に帰属しない金額 （百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益 （百万円） 13,722 23,685

普通株式の期中平均株式数 （千株） 1,139,251 1,139,030

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 11.76円 ―

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額 （百万円） 359 ―

（うち支払利息（税額相当額控除後）） （百万円） 359 ―

普通株式増加数 （千株） 58,479 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

―――――――― ――――――――

 

(注)当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しない    

ため記載していない。

　

　

(重要な後発事象)

該当事項なし。

　　　　　

 

２【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりである。

①決議年月日 平成25年11月12日

②中間配当金の総額 2,847,541,650円

③１株当たりの額 2.50円

④支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   山　　田　　辰　　己　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   星　　長　　徹　　也　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   草　　野　　和　　彦　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月６日

大成建設株式会社

代表取締役社長 山 内 隆 司 殿

　

 

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大

成建設株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成

25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大成建設株式会社及び連結子会社の平成25

年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以 上
　

 

（注）１ 上記は、当社（四半期報告書提出会社）が、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したも

のであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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